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概要 
（100～150 字程度） 

糸球体腎炎などの自己免疫異常による腎疾患は、様々な免疫抑制治

療によっても治療抵抗性を示す疾患が多く、根本的な治療は依然と

して困難である。本研究では神経免疫連関機構に着目し、糸球体腎

炎の病態における自律神経の役割の解明に取り組むことで新規治

療法の開発を目指す。 
研究目的 
（300 字程度） 

自己免疫異常による腎疾患は、様々な免疫抑制治療によっても治療

抵抗性を示す疾患が多く、この原因として免疫異常のみでは説明で

きず、臓器固有の特徴が影響している可能性がある。腎臓は生体で

生じる代謝産物を大量に濾過・排泄する働きがあり、この濾過の過

程で、免疫細胞やサイトカイン、免疫複合体などの影響を受けやす

い臓器であるが、近年、この濾過を調整する血行動態に腎臓内自律

神経が関与することがわかってきた。 
一方、自律神経が免疫を制御して様々な自己免疫疾患や炎症メカニ

ズムに関与することが知られるようになり、我々の先行研究でも、

ヒトの糸球体腎炎の組織や腎炎モデルマウスの腎組織において自

律神経系の不均衡が生じていることを確認している。これらの知見

から、腎臓内の血行動態を調整する自律神経が免疫制御を介して糸

球体疾患の病態形成に関与する可能性があり、新たな治療標的とし

て期待される。本研究では、糸球体腎炎の病態における自律神経の

役割を解明することを目的とする。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

様々な腎臓疾患における自律神経の関与を解析するため、人の腎臓

検体(正常腎または様々な糸球体腎炎)を用いて、神経関連分子の発

現部位(血管内皮細胞、メサンギウム細胞、上皮細胞、尿細管細胞)
や発現量を３次元構造での免疫染色や遺伝子発現解析により解析

中である。 
また糸球体腎炎の代表疾患であるループス腎炎マウスモデルや



ANCA 関連血管炎マウスモデルの腎臓組織を用いて、同様に自律神

経の関与を解析し、治療標的を探索している。 
腎臓内の神経走行や神経関連分子を同定するためには通常の薄切

腎組織検体では発現が少なく困難であり、臓器透明化技術を用いた

3 次元構造で評価する必要があり神経系レポーターマウスの腎臓の

観察などを今後行う予定である。 
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